
 

夫
を 

場 所：富岡公民館３階第一会議室 

日 時：令和２年１０月１３日（火） 

      １３時００分～１６時００分 

講 師：佐藤青樹先生 

出席者：大西旅人、 

高野平太、谷口勝、長谷川智、 

三浦みちえ、森山裕子、 

山岸順、山口しだれ、山口昇柳、 

福田次郎 

 

 

 

 

 
 

課
題
「
満
足
」・
互
選 

 

  
 

「
１
点
」 

ゴ
ミ
出
し
の
度
に
鍛
え
る
二
百
段 

 
 
 
 
 

み
ち
え 

 

一
読
明
快
の
句
。
も
う
少
し
「
川
柳
っ
ぽ
い
」
表
現
を
。 

例
「
階
段
が
老
い
を
鍛
え
る
ゴ
ミ
出
し
日
」 

 

今
ど
き
は
亭
主
で
さ
え
も
返
品
可 
 
 
 
 
 

旅
人 

 
 

 

リ
ズ
ム
感
と
「
川
柳
っ
ぽ
さ
」
に
注
意
し
な
が
ら
推
敲
し
よ

う
。 

例
「
亭
主
な
ど
返
品
し
て
も
い
い
と
拗
ね
」 

孫
た
ち
に
囲
ま
れ
じ
い
じ
至
福
な
り 

 
 
 
 

サ
ブ 

 

 
 

一
読
明
快
の
句
だ
が
、
下
五
の
「
至
福
な
り
」
が
気
に
な
る
句
。 

 
 

 
 

例
「
お
年
玉
孫
に
年
金
齧
ら
れ
る
」 

 

回
る
寿
司
皿
の
数
見
て
満
足
し 

 
 
 
 
 
 

智 
 

 

 
 

一
読
明
快
の
句
。
「
川
柳っ
ぽ
く
満
足
」
へ
表
現
工
夫
を
。 

 
 
 

例
「
回
転
寿
司
も
う
食
え
な
い
と
皿
を
積
み
」 

 

走
っ
て
も
凹
ま
な
い
腹
食
減
ら
す 

 
 
 
 
 

次
郎 

 

 
 

も
う
少
し
ス
マ
ー
ト
に
整
理
。
リ
ズ
ム
感
に
注
意
し
て
推
敲
。 

 
 
 

例
「
走
っ
て
も
凹
ま
ぬ
腹
へ
減
ら
す
飯
」 

 

満
足
の
後
に
待
っ
て
い
る
不
満
足 

 
 
 
 
 

勝 
 

 

 
 

「
満
足
」
と
「
不
満
足
」
の
中
身
が
分
か
れ
ば
良
く
な
る
句
。 

 
 

 

例
「
コ
ロ
ナ
禍
を
無
事
に
過
ご
し
て
メ
タ
ボ
腹
」 

 

 

コ
ツ
見
つ
つ
う
ま
い
味
噌
汁
満
ち
足
り
る 

 
 

昇
柳 

 
 

 

コ
ツ
は
、
料
理
人
の
コ
ツ
、
そ
れ
と
も
母
親
か
奥
様
の
コ
ツ
。 

例
「
味
噌
汁
の
母
の
極
意
が
旨
す
ぎ
る
」 

 
 

 
 

 

 
 
 

「
２
点
」 

う
つ
が
消
え
や
る
気
満
ち
足
り
生
き
て
い
る 

 

昇
柳 

 

 
 
 

一
読
明
快
。
喜
び
や
新
た
な
人
生
へ
の
生
気
が
感
じ
ら
れ
る
。 

例
「
う
つ
が
消
え
空
が
や
る
気
を
煽
り
立
て
」 

 
 

 

乳
を
飲
み
静
か
に
天
使
眠
っ
て
る 

 
 
 
 
 

勝 
 
 

 
 
 

一
読
明
快
で
絵
が
見
え
る
句
。 

 

完
璧
だ
自
己
満
足
に
落
し
穴 

 
 
 
 
 
 
 

平
太 

 

 
 
 

「
完
璧
」
と
「
落
し
穴
」
の
中
身
が
分
か
れ
ば
、
も
っ
と
良
い
。 

 
 
 
 

例
「
代
筆
と
バ
レ
た
綺
麗
な
ラ
ブ
レ
タ
ー
」 

 

ス
ー
パ
ー
の
梯
子
が
出
来
る
場
所
が
好
き 

 
 

み
ち
え 

 
 
 

一
読
明
快
で
、
面
白
く
出
来
た
句
。
上
五
か
ら
中
七
に
か
け
て 

の
「
ス
ー
パ
ー
の
梯
子
」
で
決
ま
っ
た
句
。 

 

百
歳
へ
通
帳
の
額
ク
リ
ア
す
る 

 
 
 
 
 
 

順 
 
 

 
 

一
読
明
快
で
す
が
、
も
う
少
し
「
川
柳
っ
ぽ
く
」
に
な
る
と
良
い
。 

 
 

例
「
百
歳
へ
飲
ま
ず
食
わ
ず
で
二
千
万
」 

 

我
が
子
等
に
大
満
足
だ
世
間
な
み 

 
 
 
 
 

平
太 

 

 
 

一
読
明
快
で
、
出
来
て
い
る
句
。
中
七
「
大
満
足
だ
」
と
下
五 

 
 

「
世
間
な
み
」
で
決
ま
っ
た
句
。 

 

割
れ
鍋
に
ト
ジ
ブ
タ
で
来
た
五
十
年 

 
 
 
 

旅
人 

 

 
 

故
事
成
句
や
四
字
熟
語
は
、
詠
み
人
の
言
わ
ん
と
す
る
テ
ー
マ
が

言
葉
の
陰
に
埋
没
し
か
ね
な
い
の
で
、
出
来
る
だ
け
使
わ
な
い
。 

  
 
 
 

「
３
点
」 

 

衣
食
住
足
り
気
に
な
ら
ぬ
妻
の
愚
痴 

 
 
 
 

順 
 

 

 
 

一
読
明
快
の
句
だ
が
、
も
う
少
し
ス
マ
ー
ト
に
表
現
を
。 

例
「
衣
食
住
足
り
て
放
っ
と
く
妻
の
愚
痴
」 

            

 ６０号 

 

浦安とみおか川柳会 

１０月例会結果  

  

           

月例会結果 

 

 

 

 



 

1 

 

夫
を 

 

 
 

課
題
「
満
足
」
・
互
選 

 

続
き 

 

 
 
 

 

「
３
点
」 

 

安
倍
さ
ん
の
マ
ス
ク
嗤
え
る
自
由
主
義 

 
 
 

裕
子 

 

 
 

中
七
ま
で
は
上
手
く
出
来
た
。
下
五
の
「
自
由
主
義
」
を
ど
う

と
る
か
、
読
む
人
に
よ
り
解
釈
が
。 

 

手
作
り
の
マ
ス
ク
並
べ
て
し
た
り
顔 

 
 
 
 

み
ち
え 

 

 
 

一
読
明
快
で
、
絵
が
見
え
、
出
来
て
い
る
句 

 
 
 
 

「
４
点
」 

 

念
願
の
御
来
光
見
る
富
士
登
山 

 
 
 
 
 
 

勝 
 

 

 
 

一
読
明
快
で
上
手
く
出
来
た
句
。
川
柳
っ
ぽ
く
表
現
す
れ
ば
、 

 

 
 

 

例
「
富
士
山
頂
御
来
光
か
ら
お
め
で
と
う
」 

 

五
割
引
の
弁
当
ゲ
ッ
ト
ね
ば
り
勝
ち 

 
 
 
 

順 
 

 

 
 

一
読
明
快
で
上
手
く
出
来
た
句
。 

 
 

 
 

「
６
点
」 

 

生
き
て
き
た
八
十
年
を
よ
し
と
す
る 
 
 
 
 

旅
人 

 

 
 

一
読
明
快
で
上
手
く
出
来
た
句
。 

 
 
 
 

「
７
点
」 

 

銃
社
会
無
縁
の
国
に
住
む
命 

 
 
 
 
 
 
 

裕
子 

 

 
 

言
わ
ん
と
す
る
と
こ
ろ
は
分
か
る
が
、
下
五
に
一
工
夫
欲
し
い
。 

 
 

 

例
「
銃
社
会
無
縁
の
国
に
住
む
冥
加
」 

 
 
 
 

「
８
点
」 

 

と
き
め
き
に
ま
だ
弾
ん
で
る
老
い
の
靴 

 
 
 

裕
子 

 
 

 
 

と
て
も
上
手
に
出
来
た
句
。
上
五
と
中
七
で
「
願
望
と
満
足
の
中

身
を
表
現
し
、
下
五
の
「
老
い
の
靴
」
で
見
事
に
決
め
た
句
。 

 

 
 

 
 
 

「
選
外
」 

 

花
嫁
が
我
が
家
に
お
越
し
お
も
て
な
し 

 
 

 
 
 
 

 

 
 

一
読
明
快
。
中
七
「
お
越
し
」
と
下
五
「
お
も
て
な
し
」
で 

川
柳
っ
ぽ
い
句
と
な
っ
た
。。 

 

朝
顔
が
我
慰
め
る
五
輪
咲
き 

 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

 

 
 

句
意
は
分
か
る
が
、
も
う
少
し
「
川
柳
っ
ぽ
く
」
句
を
整
理
。 

 

例
「
お
早
う
と
朝
顔
五
輪
咲
い
て
く
れ
」 

 

天
地
人
獲
っ
た
ぞ
と
み
た
作
は
秀 

 
 
 
 
 

 
 
 

 

 
 

こ
の
句
は
、
満
足
し
て
い
な
い
句
で
一
読
明
快
の
句
。
選
者
に
よ

っ
て
は
、
「楽
屋
落
ち
」
と
と
ら
れ
な
い
か
。 

 

ス
ゴ
イ
な
ー
こ
ん
な
見
方
が
満
ち
足
り
る 

 
 
 
 
 

 

 
 

「
ス
ゴ
イ
」
「こ
ん
な
見
方
」
を
詠
み
人
は
、
分
か
っ
て
い
て
も 

読
む
第
三
者
は
分
か
ら
な
い
の
で
は
。 

 

コ
ロ
ナ
禍
を
や
や
フ
ァ
ッ
ト
で
通
過
中 

 
 

 
 
 
 

 

 
 

リ
ズ
ム
感
が
良
く
、
ユ
ー
モ
ア
感
も
あ
り
、
上
手
く
出
来
た
句
。 

 
メ
タ
ボ
な
ら
満
腹
は
ダ
メ
腹
八
分 

 
 
 
 
 
 
 
 

 

 
 

「
教
訓
的
な
、
そ
う
で
す
ね
ぇ
」
の
句
で
す
。
教
訓
臭
は
、
消
す
。 

 
 

 
例
「
腹
八
分
決
め
て
泣
き
出
す
太
鼓
腹
」 

 

営
業
の
顧
客
満
足
し
ゃ
ら
く
さ
い 

 
 
 
 
 

 
 
 

 

 
 

こ
の
句
は
、
営
業
マ
ン
の
不
満
、
そ
れ
と
も
顧
客
の
不
満
。 

 

夕
空
に
赤
い
オ
ー
ロ
ラ
北
欧
へ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 
 

ど
う
解
釈
す
れ
ば
良
い
の
か
。
も
少
し
分
か
る
よ
う
に
要
整
理
。 

 
 

 

例
「
あ
こ
が
れ
の
赤
い
オ
ー
ロ
ラ
見
る
オ
ス
ロ
」 

 

打
水
を
逃
げ
る
こ
と
な
く
蟻
の
列 

 
 
 
 
 
 
 
 

 

 
 

「
満
足
」
は
ど
の
フ
レ
ー
ズ
で
読
み
取
れ
ば
い
い
の
か
。 

 

初
恋
の
心
ウ
キ
ウ
キ
初
デ
ー
ト 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 
 

一
読
明
快
の
句
。 

 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

【溜り場】ＡＩ川柳（ＡＩ：Artificial Intelligence） 

北海道大学・調和系工学研究室では、毎日新聞社「仲畑流万能川柳」や第一生命

「サラリーマン川柳」を学習用の教師データとした「ＡＩ川柳」に取り組んでいる。

本年 3 月まで放送の「ＮＨＫ総合 ニュースシブ５時」で、週の話題をお題に「ヨミ

子」さんが詠んでいたＡＩ川柳も、本研究室が開発。研究室では、本年６月には、Ａ

Ｉ川柳のＴｗｉｔｔｅｒを開設。さらに、ＡＩに川柳を作らせることもやっている。

ＡＩには、詠んだ句の良し悪しはないのです。それをいいなと思うのは人間の側で、

そう思うことで初めてＡＩの詠んだ句が意味を持つらしい。ＡＩが詠んだ句でお

っ！と感じたものを紹介して、読んだ人もおっ！と共感してくれたらと考えてい

るそうです。 

 



 

1 

 

夫
を 

川柳の三要素 

うがち・おかしみ・軽み 

川柳とは、 

・ズバリ斬る 

・ホロリ泣かせる  

 

課
題
「
満
足
」
・
互
選 

 

続
き 

 

「
選
外
」 

 

完
璧
で
絶
対
な
ん
て
瑕
疵
探
る 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

上
手
に
出
来
て
い
る
が
、「
満
足
」
は
読
み
取
れ
な
い
。 

 

 
 
 
 
 

自
由
吟
・
佐
藤
青
樹
選 

 
 

 
 

 
 
 
 

「
秀
」 

 

垣
根
越
し
サ
ン
マ
の
匂
い
お
裾
分
け 

 
 
 
 

勝 

 

ゴ
ー
ツ
ー
も
意
欲
湧
か
ず
に
籠
も
り
た
い 

 
 

し
だ
れ 

 

継
承
に
期
待
も
て
な
い
新
首
相 

 
 
 
 
 
 

智 

 

新
聞
は
斜
め
読
み
で
の
政
治
面 

 
 
 
 
 
 

智 

 

マ
ス
ク
と
り
出
か
け
た
先
は
山
の
中 

 
 
 
 

智 

 

真
っ
直
ぐ
な
道
行
く
親
の
七
光 

 
 
 
 
 
 

順 

 
 
 
 

「
客
」 

 

ウ
ィ
ズ
コ
ロ
ナ
御
洒
落
マ
ス
ク
を
す
る
余
裕 

 

み
ち
え 

 

死
ぬ
な
よ
と
息
子
に
言
わ
れ
ま
た
自
粛 

 
 
 

し
だ
れ 

 

有
り
金
を
積
み
化
け
に
行
く
美
容
外
科 

 
 
 

順 
 

 

立
ち
直
る
意
欲
を
雅
号
変
え
て
み
る 

 
 
 
 

昇
柳 

 

謎
解
き
を
二
人
で
し
合
う
探
し
も
の 

 
 
 
 

裕
子 

 
 
 
 

 

「
人
」 

 

美
肌
よ
り
老
い
に
は
似
合
う
笑
い
皺 

 
 
 
 

裕
子 

 
 
 
 

 

「
地
」 

 

ラ
イ
ン
来
て
何
故
か
嬉
し
い
恋
予
感 

 
 
 
 

平
太 

 
 
 
 

 

「
天
」 

 

老
い
二
人
消
え
る
記
憶
に
増
え
る
愚
痴 

 
 
 

平
太 

 

 
 

 

鑑
賞
コ
ー
ナ
ー 

 

 

 
 
 

★ 

西
葛
西
川
柳
会
（
九
月
例
会
） 

 
 

 
 

課
題
「
気
合
」 

 

（
佐
藤
孔
亮
選
） 

（
人
） 

人
生
は
気
合
抜
く
の
も
ま
た
一
手 

 
 
 
 

坂
元
健
一
郎 

 
 
 

 

 

（
地
） 

割
り
勘
と
聞
い
て
気
合
を
入
れ
直
す 

 
 
 

堀
川
た
つ
み 

（
天
） 

鈴
虫
に
気
合
を
入
れ
る
茄
子
の
ヘ
タ 

 
 

 

桑
山
桑
の
実 

 

課
題
「
背
中
」 

 

（
佐
藤
孔
亮
選
） 

 

（
人
） 

総
裁
選
出
馬
要
請
待
つ
背
中 

 
 
 
 
 
 

山
本 

正
雄 

 

（
地
） 

ワ
ク
チ
ン
が
コ
ロ
ナ
の
背
中
追
い
か
け
る 

 

佐
藤 

廣
幸 

 

（
天
） 

父
の
背
を
家
族
が
見
て
る
テ
レ
ワ
ー
ク 

 
 

山
岸 

 

順 

 
 
 
 

  
  

課
題
「
追
求
」 

 

（
佐
藤
孔
亮
選
） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

（
人
） 

コ
ロ
ナ
よ
り
怖
い
罹
っ
た
あ
と
の
責
め 

 
 

坂
元
健
一
郎 

 
（
地
） 

野
党
よ
り
地
雷
見
つ
け
る
週
刊
誌 

 
 
 
 

坂
元
健
一
郎 

 

（
天
） 

執
拗
に
ネ
ッ
ト
で
攻
め
る
正
義
感 

 
 
 

 

山
本 

正
雄 

課
題
「
濡
れ
衣
」 

（
佐
藤
孔
亮
選
） 

（
人
） 

 

大
国
が
コ
ロ
ナ
を
巡
り
な
す
り
合
い 

 
 

 
 

堀
川
た
つ
み 

 

 

（
地
） 

 

カ
ン
ニ
ン
グ
し
た
ん
じ
ゃ
な
く
て
見
せ
ら
れ
た 

 

金
城
風
見
子 

（
天
） 

 

肺
炎
は
全
て
コ
ロ
ナ
が
罪
を
着
る 

 
 
 

坂
元
健
一
郎 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

選
者
（
佐
藤
孔
亮
）
の
句 

 
 
 

 
 
 

ナ
ン
バ
ー
が
東
京
だ
か
ら
睨
ま
れ
る 

 
 
 
 
 

 

覚
悟
し
て
濡
れ
衣
を
着
る
里
帰
り 

 
 
 
 
 
 
 

 

 
 

 

靴
泥
棒
だ
ろ
う
が
尻
尾
ふ
っ
て
い
る 

 
 
 
 
 
 

 

 

ＡＩ川柳 （Artificial Intelligence）その２ 

ＡＩが詠んだ句（ＡＩ川柳のＴｗｉｔｔｅｒ

（https://twitter.com/ai_senryu））から。 

 ・題「予約」（10月 8日）     予約して食費不足が軽くなる 

・題「ミステリー」（10 月 7 日）  ミステリー説明少し長すぎる 

 ・題「暖房」（10 月 6 日）     暖房を譲り合ってと言っている 

 ・題「寝言」（10 月 5 日）     うちの猫寝てばかりじゃと犬寝言 

 ・題「ロボット」（10 月 2 日）   ロボットが犬を捕らえてコンタクト 

 ・題「コーヒー」（10 月 1 日）   帰省したコーヒー店が閉店し 

 



 

千
葉
県
川
柳
大
会
（
誌
上
大
会
）
の
投
句
に
参
加
し
て
タ
イ
ト
ル
賞
（
１
１
賞
）
を
ゲ
ッ
ト
し
ま
し
ょ
う 

 

 

課
題
「
デ
マ
」
・二
人
選 

 

山
口
し
だ
れ
選 

 

 

「
秀 

 

風
評
に
棚
の
小
麦
粉
姿
消
す 

 
 
 
 
 
 
 

み
ち
え 

 

引
退
を
ス
ム
ー
ズ
に
す
る
診
断
書 

 
 
 
 
 

次
郎 

 

選
挙
戦
フ
ェ
イ
ク
を
武
器
に
巻
き
返
し 

 
 
 

勝 

 

週
刊
誌
見
出
し
が
誘
う
疑
惑
記
事 

 
 
 
 
 

サ
ブ 

 

嘘
や
デ
マ
何
故
か
飛
び
付
く
身
が
悲
し 

 
 
 

平
太 

 
 

 
 

 

「
客
」 

デ
マ
な
ど
は
聞
く
耳
持
た
ぬ
石
頭 

 
 

 
 

 

裕
子 

休
業
に
す
れ
ば
コ
ロ
ナ
と
デ
マ
被
害 

 
 

 
 

み
ち
え 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

嘘
う
わ
さ
抱
い
て
今
を
渡
り
切
る 

 
 

 
 

 

昇
柳 

 

デ
ジ
タ
ル
の
世
に
も
出
ま
わ
る
怪
文
書 

 
 

 

順 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

手
放
し
て
尾
鰭
が
つ
い
た
ブ
ー
メ
ラ
ン 

 
 
 

み
ち
え 

 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 

 

 
 
 
 

「
人
」 

 

風
評
を
食
い
物
に
す
る
評
論
家 

 
 
 
 
 
 

平
太 

 
 
 
 

「
地
」 

 

一
日
で
デ
マ
は
世
界
に
オ
ン
ラ
イ
ン 

 
 
 
 

勝 

 
 
 
 

「
天
」 

 

真
実
は
ウ
ソ
や
デ
マ
よ
り
足
お
そ
い 

 
 
 
 

平
太 

 

  
 

（
自
句
） 

紙
不
足
煽
ら
れ
買
う
も
デ
マ
だ
っ
た 

 
 

 
 

 
 

 

不
安
で
も
噂
に
負
け
ず
我
が
道
を 

 
 

 
 

 
 

 

銀
行
が
潰
れ
る
噂
動
じ
な
い 

    
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

課
題
「
デ
マ
」
・二
人
選 
 

福
田
次
郎
選 

 

 

 
 

 
 

「
秀
」 

 

紙
不
足
煽
ら
れ
買
う
も
デ
マ
だ
っ
た 

 
 

 
 

し
だ
れ 

 

女
子
会
に
お
い
し
い
噂
の
花
が
咲
く 

 
 

 
 

裕
子 

 

嘘
う
わ
さ
抱
い
て
今
を
渡
り
切
る 

 
 

 
 

 

昇
柳 

 

不
安
で
も
噂
に
負
け
ず
我
が
道
を 

 
 

 
 

 

し
だ
れ 

 

マ
ス
ク
な
し
足
で
探
し
て
デ
マ
を
知
る 

 
 

 

智 

 
 

 
 

「
客
」 

 

本
当
の
よ
う
な
話
で
う
が
い
す
る 

 
 

 
 

 

勝 

 

手
放
し
て
尾
鰭
が
つ
い
た
ブ
ー
メ
ラ
ン 

 
 

 

み
ち
え 

 

ス
ー
パ
ー
へ
デ
マ
が
ペ
ー
パ
ー
買
い
占
め
る 

 

裕
子 

 

銀
行
が
潰
れ
る
噂
動
じ
な
い 

 
 

 
 

 
 

 

し
だ
れ 

 
ロ
ー
ル
紙
増
え
て
ト
イ
レ
を
占
領
し 

 
 

 
 

旅
人 

 
 

 
 

「
人
」 

 

嘘
や
デ
マ
何
故
か
飛
び
付
く
身
が
悲
し 

 
 

 

平
太 

 

 
 

 
 

「
地
」 

 

あ
の
人
の
言
う
デ
マ
な
ら
ば
許
せ
そ
う 

 
 

 

順 

 
 

 
 

「
天
」 

 
 

 

真
実
は
ウ
ソ
や
デ
マ
よ
り
足
お
そ
い 

 
 
 
 

平
太 

  
 

 

（
自
句
） 

暖
簾
越
し
中
を
う
か
が
い
止
め
に
す
る 

 
 
 
 
 
 
 

 

引
退
を
ス
ム
ー
ズ
に
す
る
診
断
書 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 
 
 
 
 
 
 

 
 
 

夏
風
邪
を
コ
ロ
ナ
と
見
た
て
騒
ぐ
医
者 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 
 
 
 

 

【掲示板】 

 １．１２月例会のお知らせ 

 ・日時 ：令和２年１２月８日（火） 

       13時 00分～16時 00分 

 ・場所 ：富岡公民館 3階第一会議室 

   

・課題「のこのこ」：互選  ３句 

 ・課題「燃える」：二人選   ３句 

 ・自由吟          ３句 

 

２．連盟の活動状況     

 川柳普及活動の一環として、１１月４日に「美浜１６サ

ロンの会」佐藤和彦会長の依頼により「川柳を楽しもう」

を講演してきました。参加者９名。来月から月に 1 回（第

１週の金曜日１０時～１１時３０分）の活動を開始しま

す。  

他に、昨年の１１月から「コモンシテイ川柳会・東野竹 

寿会」９名に対し月に１回第４週の火曜日１３時３０分～ 

１５時３０分も講師不在で私が「進行係」を勤めています。       

会長・山岸順 


